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2017 年 8 月 4 日 

プレスリリース 
日興アセットマネジメント株式会社 

 

日興アセット、米運用会社アーク社に出資 

最先端技術やイノベーションを対象とした投資ソリューションで協業 

 
日興アセットマネジメント株式会社（以下、「日興アセット」）は、破壊的イノベーションに関連したテーマに

焦点を当てた投資ソリューションを拡充すべく、米国の運用会社アーク・インベストメント・マネジメント・エル

エルシー（ARK Investment Management LLC：以下、「アーク社」）にマイノリティ出資することにつき合意

しましたので、お知らせいたします。この出資により、日興アセットはアーク社の商品及び投資戦略を日本

国内及びアジアの一部の地域で独占的に提供する権利を持つことになります。また、日興アセットの運用

チームは、アーク社のアナリストと新たな投資ソリューションの開発などにおいて連携を深めていきます。 

米国ニューヨークに本拠を置くアーク社は、破壊的イノベーションの分野を対象とした運用に特化した資

産運用会社です。同社のアナリストは業種横断的なイノベーションテーマごとに組織され、また各テーマに

精通した社外のアドバイザーも交えて分析・調査を進めるオープン・リサーチ・エコシステムと呼ばれるプロ

セスを採用することで、投資対象企業を精査し、超過収益の獲得を図っています。アーク社は現在、米国で

「ディープラーニング」や「モビリティのサービス化（Mobility as a Service：MAAS）」などを含む最先端技術

／イノベーションをテーマとする ETF（上場投資信託）を 5 本設定・運用しており、うち 4 本はアクティブ運用

ETF です。アーク社の運用戦略は幅広い企業規模や業種を網羅し、主要な市場インデックスとの重複が少

ないことも特徴の一つであり、同社機関投資家顧客のポートフォリオの分散化にも活用されています。 

日興アセットは 2016年 12月に設定した、世界のフィンテック関連企業を投資対象とした「グローバル・フ

ィンテック株式ファンド」の運用において、アーク社から助言を受けています。「グローバル・フィンテック株式

ファンド」の純資産総額は 2017 年 7 月末時点で 750 億円強に達しており、こうした両社の良好な関係をこ

のたびの出資によって更に深化させたいと考えています。 

日興アセットの柴田拓美代表取締役社長兼 CEO は、「アーク社を日興アセットファミリーの一員として迎

えることができ、非常に嬉しく思っています。弊社運用チームの高い専門性とアーク社の破壊的イノベーシ

ョンに特化した運用戦略を組み合わせることにより、投資家の皆様に革新的なソリューションを提供できる

ことになります。「グローバル・フィンテック株式ファンド」は両社の連携により実現した、優れた投資ソリュー

ションの一例です。今回の関係強化により、更に高度なソリューションを提供していけるものと確信していま

す」と述べています。 

アーク社の CEO 兼最高投資責任者であるキャサリン・D・ウッド氏は、「この度の日興アセットによるアー

ク社への出資により、両社の関係がより確固としたものとなることを喜ばしく思います。日興アセットの革新

的な運用ソリューションに取り組む強い意欲と、アーク社のイノベーションこそが成長の源泉であるという信

念がうまく重なり合った結果です。日興アセットのお客様に、アーク社の運用戦略を通じて、現在の産業や

世界経済のあり方を根本から覆す破壊的イノベーションの分野への投資ソリューションを提供してまいりま

す」とコメントしています。 

日興アセットによる株式取得後は、アーク社の創設者であり CEO のキャサリン・D・ウッド氏が引き続き

同社株式の過半数を保有します。またアーク社の米国での戦略的パートナーであるレゾリュート・インベス

トメント・マネジャーズ・インクは主要な少数株主の立場を維持します。 
 

以 上 

 
＊一部の表現を修正しました。（2018 年 3 月 28 日） 
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■手数料等の概要 
お客さまには以下の費用をご負担いただきます。 
＜お申込時、ご換金時にご負担いただく費用＞ 
●購入時手数料：  購入時手数料率は、3.78％（税抜 3.5％）を上限として販売会社が定める率としま

す。 
※分配金再投資コースの場合、収益分配金の再投資により取得する口数について
は、購入時手数料はかかりません。 

●換金手数料：   ありません。 
●信託財産留保額：  ありません。 

＜信託財産で間接的にご負担いただく（ファンドから支払われる）費用＞ 
●信託報酬：  純資産総額に対して年率 1.89％（税抜 1.75％）を乗じて得た額 
●その他費用：   目論見書などの作成・交付および計理等の業務にかかる費用（業務委託する場合の

委託費用を含みます。）、監査費用などについては、ファンドの日々の純資産総額に
対して年率 0.1％を乗じた額の信託期間を通じた合計を上限とする額が信託財産か
ら支払われます。  

  組入有価証券の売買委託手数料、借入金の利息、立替金の利息および貸付有価証
券関連報酬（有価証券の貸付を行なった場合は、信託財産の収益となる品貸料に
0.54（税抜 0.5）を乗じて得た額）などについては、その都度、信託財産から支払われ
ます。 
 ※組入有価証券の売買委託手数料などは、運用状況などにより変動するものであ
り、事前に料率、上限額などを示すことはできません。 

※当ファンドの手数料などの合計額については、投資者のみなさまがファンドを保有される期間などに
応じて異なりますので、表示することができません。 

※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 
 

 

■リスク情報 
投資者のみなさまの投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元金を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者（受益者）のみなさまに帰属し
ます。なお、当ファンドは預貯金とは異なります。 
当ファンドは、主に株式を実質的な投資対象としますので、株式の価格の下落や、株式の発行体の財務
状況や業績の悪化などの影響により、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。また、外貨建資産
に投資する場合には、為替の変動により損失を被ることがあります。 
主なリスクは以下の通りです。 
【価格変動リスク】【流動性リスク】【信用リスク】【為替変動リスク】【カントリー・リスク】【有価証券の貸付な
どにおけるリスク】 
※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。  
 
 
■その他の留意事項 
 当資料は、投資者のみなさまに日興アセットマネジメントによる米アーク社への出資および「グロー

バル・フィンテック株式ファンド」へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジ
メントが作成した資料です。 

 当ファンドをお申込みの際には、投資信託説明書（交付目論見書）などを販売会社よりお渡ししま
すので、内容を必ずご確認の上、お客さまご自身でご判断ください。 
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日興アセットマネジメントについて 
 
日興アセットマネジメントは、日本そしてアジアを代表する資産運用会社です。株式、債券、オルタナティブ、マルチアセットな

ど多様な資産クラスを対象とするアクティブ運用や ETF（上場投資信託）を含むパッシブ運用など、革新的な投資ソリューシ

ョンを提供しています。 
 
55年を超える実績を誇り、30以上の国・地域から集まる人材を世界 9カ国・地域に擁して、200名超の運用プロフェッショナ

ルが約 20.3 兆円の資産を運用しています。グローバルな視点を活かし、お客様のニーズにお応えする様々な商品の開発

を推進するとともに、優れた運用パフォーマンスの実現を常に追求しています。銀行などの金融機関、証券会社、生命保

険・損害保険、ファイナンシャルアドバイザーなど、国内外の計 300 社超の販売ネットワークを通じ、個人投資家の皆様や年

金基金や金融機関など世界中の機関投資家のお客様に対して幅広いサービスを提供しています。 
 

詳しくは、日興アセットマネジメントの HP をご覧ください。  
 
* 日興アセットマネジメント株式会社および連結子会社の役社員を含む。 
** 日興アセットマネジメント株式会社および海外子会社の連結運用資産残高（投資助言を含む）の 2017 年 3 月末現在のデータ 
 
日興アセットマネジメント株式会社 
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 368 号   
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会 
 
 
 

アーク・インベストメント・マネジメント・エルエルシーについて 
 
アーク・インベストメント・マネジメント・エルエルシー（ARK Investment Management LLC）は、ニューヨーク市を本拠地とす

る米国の登録投資顧問会社で非公開の運用会社であり、破壊的イノベーションのテーマ運用に特化しています。同社は、

世界の在り方を変え、産業が変貌を遂げるにしたがって大幅な成長をもたらしている破壊的イノベーションを特定し、それに

投資することにおいて、合わせて 40 年超の経験を有しています。同社は、そのオープン・リサーチのプロセスを通じて、ロボ

ティクスや 3D プリンティング、ビッグデータ、機械学習、ブロックチェーン技術、クラウド・コンピューティング、エネルギー貯蔵、

DNA シーケンシングなど、業種横断的なイノベーションを先導し、それから恩恵を享受すると確信する企業を特定していま

す。同社の運用戦略としては、産業イノベーション、次世代インターネット、ゲノム革命、フィンテック・イノベーション、3D プリ

ンティング、イスラエルの革新技術、そして総合的なアーク破壊的イノベーション戦略などがあります。 
 
アーク社の運用戦略に関する更に詳しい情報については、公式ウェブサイトをご覧ください。 
 
アーク社のファンドに関する詳しい情報については、こちらをご覧下さい。 

http://www.nikkoam.com/
http://www.ark-invest.com/
http://www.ark-funds.com/

